























































































































５ 時間的・分析的 ・時系列に沿って手順を説明されることで活動に取り組むことができる 
・活動の手順を細かく説明されることで活動に取り組むことができる 
６ 自分で手順を考えて作業することができる ・手順を考えて活動することができる 
７ 説明書や手順書を見ながら，順番に作業できる ・手順表を見て順番に活動していくことができる 
８ 情報を順番に思い出すことができる ・振り返りの中で，自分が行ったことを順番に思い出すことができる 
９ 順番に与えられた指示を理解できる ・順番に指示に沿って活動することができる 
10 聞いたものを順番に正しく繰り返すことができる ・提示された情報を順番に正しく繰り返すことができる 
11 言われたことを，順番に行うことができる ・最初に○○，次に■■という先生の指示にそって行動することができる 
 
表３－② 実態把握表(同時処理) 
 内容項目 観察項目 
１ 全体をふまえた教え方 ・活動の流れや使う物を全て把握し，おおよその説明を受けることで活動することができる 
２ 全体から部分へ ・活動の流れや使う物を全て把握してから，各活動について説明を受けたほうが活動に集中し
て取り組める 








６ 空間を扱う活動が得意である ・文字を書いたり，絵や図形を描くことができる 
７ 物事の関係性を理解している ・複数あるもの物をまとめて同じ場所に返すことができる 
８ 物事の全体像を把握することができる ・各活動を全て提示した時に，完成を見通すことができる 
９ 複雑な言語指示を理解できる ・提示された複数の指示を理解して，活動することができる 



























































































































































提示 視 聴 視 聴 視 聴 視 運 空 統 視 聴 視 聴 視 聴 視 聴
担任Ｒ △ △ 〇 〇 × × ◎ ◎ × × 〇 〇 △ × 〇 〇
担任Ｓ △ △ 〇 △ 〇 △ ◎ 〇 △ △ ◎ ◎ △ × 〇 △ 〇 △
筆者 ● ●









同時11同時６ 同時７ 同時８ 同時９ 同時10同時１ 同時２ 同時３ 同時４ 同時５
観察項目
提示 視 聴 視 聴 視 聴 聴 言 視 聴 視 聴 視 聴 視 聴 視 聴 視 聴 視 聴
担任Ｒ 〇 〇 〇 〇 △ △ 〇 × × × × △ × 〇 〇 × × △ △
担任Ｓ ◎ 〇 ◎ 〇 ◎ △ 〇 △ ◎ 〇 〇 △ ◎ △ △ × 〇 △ ◎ △ 〇 〇
筆者
継次７ 継次８ 継次９ 継次10 継次11
※ 担任Ｒ,担任Ｓの結果  ◎…よくある　〇…ある  △…たまにある  ×…ない　／…行ったことがない
※ 筆者の結果　　　　 ●…2日間の中で見られた回数が多かったもの






















































































Effectiveness of a Teaching Method Based on 





































    「あ」というと「あさのかい」という
※　◎…よくある　　〇…ある　　△…たまにある　　×…ない
記入日：　　　年　　月　　日　　名前：　　　　　　　　　　　　記入者：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
10
言葉や音（擬音語）を手掛かりに日常生活で使う言葉を言うことができる
　ex:CMや歌を口ずさむ／チョキチョキ切るものは「ハサミ」
5
6
7 言葉や音（擬音語）を手掛かりに活動することができる
　ex:「ハサミでチョキチョキする」→ハサミで切る
